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研究成果の概要（和文）：生活困窮者は様々な健康課題を抱えていることが多く、その実態把握と支援法の開発
が求められる。自治体が所有する生活保護利用者の住民基本データや医療扶助・介護扶助レセプトデータを用い
て、生活保護利用者の社会関係や生活背景と健康や受療行動との関係を明らかにした。男女それぞれに、合理的
な説明が可能な5つの特徴的な利用者クラスターを導出し、特定のクラスターと頻回受診や健康アウトカムとの
関連があることが明らかとなった。これらの分析結果をもとに、ケースワーカー支援のための支援法を提案する
データツールに実装するためのアルゴリズムを構築した。

研究成果の概要（英文）：People experiencing financial hardship often face various health issues, 
necessitating the understanding of their realities and the development of support methods. By 
utilizing the resident data and medical and long-term care assistance receipt data of welfare 
recipients owned by local governments, we clarified the relationship between the social 
relationships and living backgrounds of welfare recipients and their health conditions and medical 
service utilization behaviors. For both men and women, five distinctive user clusters with rational 
explanations were identified, and it was found that certain clusters were associated with frequent 
medical visits and health outcomes. Based on these analysis results, we constructed algorithms to be
 implemented in data tools for proposing support methods for caseworkers.

研究分野： 社会疫学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
生活保護利用者の健康や受療の傾向に関連する社会生活の要因はまだ十分明らかにされてきていない中で、今回
得た知見は、同利用者への健康管理支援の方針を検討する際に役立つエビデンスとなりうる。また、構築した生
活保護利用者の特性に関するクラスターカテゴリーやその行動特性を導出するアルゴリズムは、ケースワーカー
が相談相手の健康管理支援ニーズを把握したり、支援法を検討する際に、その意思決定をサポートするツール開
発に役立つと思われる。本研究成果は福祉事務所のデータ管理システムを提供している企業との協力により得ら
れたものであり、今後、そういった事業者を通じた社会実装を進めていく予定である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
生活困窮者は様々な健康課題を抱えていることが多く、その実態把握と支援法の開発が求めら
れる。これまで、自治体が所有する生活保護受給者の住民基本データや医療扶助・介護扶助レセ
プトデータを連結した 2 自治体分の縦断追跡データを用いて、医療機関の頻回受診に独居・不
就労・ひとり親世帯・外国籍など社会的孤立に関連する状況が関連していることや、機械学習ア
ルゴリズムを用いて、対象者の属性と健康行動との組み合わせパターンの抽出に成功した。これ
ら分析結果をもとに健康管理支援プランを自動提案するアルゴリズムを構築・実装し、プロトタ
イプとして運用を開始した。実用性をさらに高めるには、①個人の心理社会的背景を考慮した支
援プラン提案アルゴリズムの構築、②実際の支援プランの効果や、効果に影響を与える要因の評
価が必要と考えた。 
 
２．研究の目的 
 
自治体が所有する生活保護受給者の住民基本データや医療扶助・介護扶助レセプトデータを用
いて、1)生活保護受給者の社会関係や生活背景についての新たな詳細データを追加し、最適な支
援プランを提示するアルゴリズムを開発する。また、2)支援プランの効果の有無、および効果に
影響を及ぼす要因を明らかにする。これらにより、提示する支援プランの妥当性を高め、生活保
護受給者への健康管理支援を効率的・効果的に推進する新しい情報システムの基盤となる知見
を得ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
生活保護受給者の住民基本データや医療扶助・介護扶助レセプトデータを用いて、生活保護受給
者の社会関係や生活背景についての新たなデータを追加し、最適な支援プランを提示するアル
ゴリズムを開発した。生活保護受給者は定期的に担当のケースワーカーとの面談等でデータを
収集し、心理社会的背景の評価尺度等を用いて受給者個人の心理社会状況や生活歴のデータを
収集した。これらの生活歴に関するデータを受給者の住民基本データや医療（介護）扶助レセプ
トデータと結合したデータの提供を受けた。また、それらデータを使い、潜在意味分析等の技術
を用いて、生活保護受給者の高齢者の特性に関する 5つのグループを同定した。さらに、そのよ
うな特徴（ペルソナ像）を持つ人々への支援の現場での対応について、福祉事務所のケースワー
カーや保健師等へのヒアリングを行った。 
 
４．研究成果 
 
小児の慢性疾患や歯科疾患、成人の糖尿病発生や頻回受診に、孤立や慢性的な社会ストレスが関
与している可能性が見いだされた。また、頻回受診に関連するリスク集団を機械学習の手法で同
定し、支援を強化すべき集団を抽出するアルゴリズムを作成した。確率的潜在意味分析を用いて
一般成人と高齢者の男女それぞれに、合理的な説明が可能な 5 つ程度の特徴的な受給者クラス
ターを導出た。そして、クラスターごとに特有の日常生活上のニーズがあること、また特定のク
ラスターには健康・福祉サービスニーズがあることが明らかとなった。 
さらに、社会関係が豊かなほど、必要な時に生活保護を受けやすく、また経済的に自立し生活

保護を終了できる可能性が高いこと、生活保護を終了した人は社会関係が広がること等を明ら
かにした。生活保護を受給している高齢者はその他の高齢者に比べて抑うつのリスクが極めて
高いことも明らかにした。また、社会的孤立や孤独感を抱えやすい生活保護受給者の特徴や自殺
のリスク等についての実態が明らかとなった。また、全国規模の高齢者データを用いて、歯科受
診の頻度がその有病割合に反して一般集団よりも低調であることを明らかにした。 
これらの分析結果をもとに、プロトタイプとして作成したケースワーカー支援のためのデー

タツールに実装するためのアルゴリズムを構築した。成果を踏まえて、書籍・シンポジウム、研
修会等での成果公表をすすめた。また、本研究で確立した支援者への支援データツール導出アル
ゴリズムを、生活保護世帯の子どもへと実装するための新たな研究プロジェクト（JST-RISTEX 助
成「地域とつくる「どこでもドア」型ハイブリッド・ケアネットワ_ーク」（代表・近藤尚己）を
立ち上げ並行して研究をすすめた。さらに、今後より効率的・標準的に優先的に支援対象とする
べき生活保護受給者をスクリーニングするための標準質問票を作成する社会福祉推進事業の実
施（厚生労働省委託）や関連する厚生労働科学研究（特別研究）へとつながった。 
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